
北九州市都市計画道路６号線整備事業に係る環境影響評価準備書

に対する市長意見

１ 全般的事項

 環境影響評価準備書（以下「準備書」という。）では、工事の実施及び供用開

始後における環境への影響について、事業者として最大限の軽減対策及び保全

対策を図るための努力を払っていることが認められる。

 しかし、当該事業は、多くの野鳥が飛来し、希少な生物が多数生息する、北

部九州最大の曽根干潟の後背地を走行する計画となっていることから、事業者

は、曽根干潟を含めた生態系の保全対策及び保護対策について、後背地や潮遊

溝、創出する新たな環境（緩衝緑地、ヨシ群落、ボックスカルバート）との一

体的な生態系として捉え、重点的に取り組まなければならないものと考える。

 特に、当該地域に生息する鳥類、魚類、哺乳類等を含む生態系の維持に重要

な役割を担っている植物群落の代償措置や保全対策については、不確実性が高

いことが懸念されるため、今後も引き続き、学識経験者等専門家の助言及び指

導を受けながら、必要な対策についてさらに検討を加えること。

２ 都市計画変更ルート選定の経緯

 本事業に係る都市計画変更に当たっては、事前に複数のルート案について、

環境への影響、既存住宅地や農業への影響、走行性、事業の施工性に係る比較・

検討を行ったとされていることから、現計画案に至った経緯及び比較・検討結

果を可能な限り環境影響評価書（以下「評価書」という。）に示すこと。

３ 騒音対策

建設機械の稼動に係る騒音の予測では、調査した全ての地点で騒音規制法に

基づく特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準を超過する結果

となっているため、工事の実施の際には、仮囲いを設置し、遮蔽効果による騒

音の低減を図ること。

 また、工事用車両の運行に係る騒音の予測では、騒音に係る環境基準を満足

する結果となっているものの、工事用車両が通行する一部の区間は、道幅も狭

く、住宅も隣接しているため、走行速度を落とす、走行台数を分散させるなど

の配慮が必要である。

４ 工事に伴う濁水対策について

 工事に伴う濁水の処理及び土砂の流出防止対策として設置する沈砂池につい

ては、その機能が十分に発揮できるよう万全を期すこと。特に、沈砂池では取



り除くことが困難とされている浮泥（粒子の細かい泥）については、付近の潮

遊溝ではなく、河川に流すよう沈砂池を設計すること。

 さらに、工事に伴う濁水の発生を極力低減させるため、可能な限り工事期間

の短縮を図るとともに、降雨の少ない時期に工事を集中させるなど綿密な工事

計画を策定し、実施すること。

５ 地下水に係る調査結果

 軟弱地盤改良区域の地盤の透水性及び地下水の湧出場所に係る調査結果を評

価書に記載すること。また、工事の実施に伴う地下水位の変動等については、

事後調査として定期的にモニタリングを実施し報告すること。

６ 生態系の保全

 事業者としては、当該地域が多数の生物種が生息する多様性が豊かな地域で

あるとの認識から、準備書において積極的に保全対策を実施する旨、記載して

いるが、以下の項目については、特に重要であると判断されるため、確実に実

施すること。

（１） 緩衝緑地の設置

動物（特に鳥類）の自動車との衝突を回避するため、道路沿線に緩衝緑地を

設置する計画であるが、緩衝緑地を形成する樹木の種類、配置、高さ、密度等

については、専門家の助言及び指導を受け、決定すること。

（２） ヨシ群落の代償措置

事業の実施に伴い消失する約１．８ヘクタールのヨシ群落は、カヤネズミ等

小動物の生息地やチュウヒ、オオヨシキリ等鳥類の採餌場所として非常に重要

な位置づけとなっている。そのため、事業者においても、ヨシ群落を利用する

生物を保全する上でヨシ群落の創出は非常に重要であるとの考えから、消失面

積を上回る約２．３６ヘクタールのヨシ群落を当該道路沿線に創出することと

している。

しかし、生物の生息場所となりうる群落が形成されるには、ある程度の期間

を要するため、現在の群落が消失する前から新規群落の造成に着手する必要が

ある。創出後のヨシ群落の管理についても、現時点では不確実性が残ることか

ら、創出に着手する前には、専門家等の助言及び指導を受けつつ、詳細な計画

をたてることが必要である。

ヨシ群落の造成についての考え方（ヨシ群落を含む生態系が多様性を確保す

ることができるよう、単純な直線構造を避けるなど）や維持管理の考え方を評

価書に記載すること。



（３） ボックスカルバートの構造の検討

当該道路は、タヌキ、タナゴ類等の生物の生息が確認されている水田地帯の

水路部を横断する計画であるため、これらの生物の生息域が分断され、生物の

採餌行動や繁殖に影響を及ぼすことが懸念される。そのため、事業者は、生物

の生息域の分断を防ぐ観点から、水路部にボックスカルバート（動物移動経路）

を設置することとしている。

今回設置するボックスカルバートは、哺乳類と魚類の両方が移動できる機能

を有するなど、移動経路として利用する生物に十分配慮した構造となることが

強く求められていることから、設計に当たっては専門家を交えた検討が不可欠

である。

設置するボックスカルバートの構造についての考え方（水路の傾斜をなだら

かにし、動物の落下に配慮した構造など）を評価書に記載するとともに、生物

の利用状況等について事後調査を実施すること。

（４） 希少種の保全

事業の実施に伴い生息地が消失するおそれのあるハマボウ、ハマサジ、ウラ

ギク等の植物やオカミミガイ等の貝類の移植に当たっては、専門家の指導や助

言を得て、適切な方法や場所を検討した後、実施すること。

（５） 鳥類への配慮

建設機械の稼動に伴い発生する騒音及び供用開始後に発生する自動車騒音

の鳥類に対する影響については軽微であると予測しているが、事後調査を実施

し、必要に応じて追加の環境保全措置を講じること。

また、鳥類と自動車の衝突や自動車照灯、道路街灯の鳥類への影響について

も現時点では不確実性が高いとされていることから、適切な事後調査を行い、

必要に応じて環境保全措置を講じること。

７ 事後調査

準備書において環境や生態系への保全措置が不確実で、今後事後調査が必要

なものについては、調査方法や考え方を可能な限り評価書に記載するとともに、

事業着手前までに事後調査計画書としてとりまとめること。

８ その他

 昆虫の調査方法の一つであるライトトラップについて、使用した器具、調査

日の気温、天候等の詳細なデータが準備書に記載されていなかったため、評価

書には明記すること。


